
。

二
〇
一
二
年
福
島
事
故

後
民
主
党
政
権
の
も
と

「
討
論
型
世
論
調
査
」
な

ど
の
国
民
の
意
見
を
尊
重

し
「
与
野
党
合
意
」
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は

「
原
子
力
依
存
は
出
来
る

だ
け
早
く
低
減
す
る
」「
原

発
の
安
全
は
、
規
制
が
推

進
の
虜
（
と
り
こ

）
と
な
ら

ぬ
よ
う
独
立
し
た
原
子
力

規
制
委
員
会
の
科
学
的
判

《天恵の海》
２０２３（令和５年）

５月１１日

第２４４号
編集事務局 S.Oshida
ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》

http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

3 月 18 日 いわて生協や平和環境県センター、豊か

な三陸の海を守る会など脱原発市民団体４８団体の約

１７０人が、岩手教育会館で集会を持ちました。講演

会と集会決議の後、盛岡市中で抗議デモを行いました。

岸
田
内
閣
は
二
月
一
〇
日
に
「
Ｇ
Ｘ

推
進
法
案
」
を
、
続
く
二
八
日
に
は
、

原
発
を
明
確
に
国
策
と
し
て
推
進
す

る
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
五
法
案
」
（
原

子
力
基
本
法
・
原
子
炉
等
規
制
法
・
電

気
事
業
法
・
使
用
済
み
燃
料
再
処
理

法
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
）

の
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
国
会
に
提

出
し
ま
し
た
。
「
束
ね
五
法
案
」
は
、

四
月
二
六
日
、
衆
議
院
経
産
委
員
会
が

賛
成
多
数
で
可
決
、
翌
日
の
二
七
日
に

衆
議
院
本
会
議
を
通
過
し
、
参
議
院
に

送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
案
に
対
し
て

立
憲
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
れ

い
わ
新
選
組
な
ど
が
反
対
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
法
案
反
対
集
会
の
開
催

や
法
案
反
対
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
連
休
明
け
の
参
議
院
で
の
審
議
が

正
念
場
で
す
。
日
本
の
未
来
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

大
島
堅
一
教
授
の
講
演
か
ら

設
計
寿
命
は
四
〇
年

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く

日
本
の
原
発
の
設
計
寿
命
は

四
〇
年
で
す
。
安
全
確
保
の
た

め
規
制
の
立
場
か
ら
原
子
力

規
制
委
員
会
が
所
管
し
て
い

ま
す
が
、
「
Ｇ
Ｘ
束
ね
法
案
」

で
は
運
転
期
間
が
規
制
法
か

ら
落
ち
、
明
記
さ
れ
ま
せ
ん
。

五
人
の
規
制
委
員
の
一
人
石

渡
明
委
員
は
「
安
全
側
へ
の
改

変
で
は
な
い
」
と
反
対
し
ま
し

た
が
、
無
視
さ
れ
ま
し
た
。

原
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
高
額

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
年

度
ま
で
の
一
〇
年
間
の
日
本

の
原
子
力
発
電
費
は
約
一
七

兆
円
で
す
。
こ
の
う
ち
国
費
投

入
分
は
約
四
・
三
兆
円
。
こ
の

間
原
発
は
全
国
で
数
基
の
み

の
稼
働
で
し
た
。
事
故
を
起
こ

し
た
福
島
原
発
の
廃
炉
費
用

は
八
兆
円
と
さ
れ
ま
す
。

福
島
事
故
以
降
の
原
発
関

連
の
総
コ
ス
ト
は
約
三
三
兆

円
と
試
算
出
来
ま
し
た
。
放
射

性
廃
棄
物
の
処
理
場
と
そ
の

維
持
管
理
費
用
も
含
め
る
と

今
後
ま
す
ま
す
負
担
が
国
民

に
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

原
子
力
基
本
法
改
悪

原
子
力
推
進
は
「
国
の
責
任
」

と
明
文
化
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。



断
に
よ
り
確
保
す
る
」
、

「
老
朽
化
し
た
原
発
は
四

〇
年
で
運
転
を
制
限
す

る
」
「
す
べ
て
の
原
発
被

災
者
の
救
済
に
全
力
を
挙

げ
る
」
「
国
会
事
故
調
の

後
継
組
織
を
作
る
」
等
で

し
た
。
「
与
野
党
合
意
」

を
な
い
こ
と
に
し
、
原
発

回
帰
に
強
引
に
舵
を
切
っ

た
岸
田
内
閣
に
Ｎ
Ｏ
を
突

き
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｆ
ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の

レ
ポ
ー
ト

(

二
〇
二
三
・四
・一
〇)

か
ら

１
、
原
子
力
基
本
法
改
正
の

プ
ロ
セ
ス
に
疑
義

原
子
力
基
本
法
、
原
子
炉

等
規
制
法
は
本
来
、
内
閣
府

や
原
子
力
規
制
委
員
会
の

所
掌
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
今
回
の
改
正
案
は
、
経
済

産
業
省
が
主
導
し
て
作
成

さ
れ
た
。
束
ね
法
案
で
は
、

個
別
具
体
的
な
審
議
を
行

う
こ
と
が
出
来
ず
、
国
民
の

声
が
反
映
さ
れ
な
い
。

２
．
原
子
力
基
本
法
に
「
国

の
責
務
」
と
し
て
、
原
発
支

援
を
盛
り
込
む
。

原
基
法
に
「
国
の
責
務
」

と
し
て
原
子
力
産
業
に
対

す
る
様
々
な
支
援
を
行
う

文
言
を
盛
り
込
み
、
後
世
引

き
返
す
こ
と
を
困
難
に
す

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
や
脱
炭
素
化
は
、
「
原
子

力
」
の
み
な
ら
ず
総
合
的
に

考
慮
す
べ
き
で
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
基
本
法
」
で
十
分
対

処
で
き
る
。

３
．
原
子
炉
等
規
制
法
か

ら
原
発
の
運
転
期
間
規

定
を
削
除

改
正
案
で
は
現
行
の
運

転
期
間
を
原
則
四
〇
年
と

す
る
規
定
（
第
四
三
条
の

三
）
を
削
除
す
る
。
福
島
原

発
事
故
後
二
〇
一
二
年
に

運
転
期
間
上
限
に
関
す
る

規
定
は
、
明
ら
か
に
「
規
制
」

の
一
環
と
し
て
炉
規
法
に

盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
今
国
会
に
お
い
て
岸
田

首
相
も
答
弁
し
て
い
る
通

り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
運
転

期
間
の
上
限
を
撤
廃
す
る

理
由
と
な
る
、
新
た
な
根
拠

は
な
く
、
削
除
す
る
立
法
事

実
は
な
い
。

４
．
原
発
運
転
許
認
可
を

規
制
委
か
ら
経
産
省
へ

改
正
案
で
は
、
原
発
運

転
期
間
の
上
限
規
定
を
原

子
炉
等
規
制
法
か
ら
電
気

事
業
法
に
移
し
、
原
発
の
運

転
延
長
に
つ
い
て
は
経
産

大
臣
が
認
可
を
行
う
。
認
可

に
あ
た
っ
て
は
、
電
力
の
安

定
供
給
、
事
業
者
の
業
務
態

勢
な
ど
専
ら
利
用
上
の
観

点
か
ら
と
な
り
、
安
全
面
か

ら
の
規
制
は
担
保
さ
れ
な

い
。
新
規
の
安
全
規
定
を
追

加
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
規

制
委
員
会
の
権
限
は
著
し

く
縮
小
さ
れ
る
。

５
．
原
発
の
六
〇
年
超
運

転
も
可
能
に

今
回
電
気
事
業
法
に
移

さ
れ
た
後
の
原
発
の
運
転

期
間
計
算
に
お
い
て
、
３
・

１
１
後
の
新
規
制
基
準
に

よ
る
審
査
や
そ
の
準
備
期

間
、
行
政
指
導
や
行
政
処
分
、

裁
判
所
に
よ
る
仮
処
分
命

令
な
ど
で
長
期
停
止
し
て

い
た
期
間
な
ど
、
運
転
停
止

を
行
っ
て
い
た
期
間
は
数

え
な
い
と
す
る
。
運
転
停
止

期
間
と
い
え
ど
も
当
然
経

年
劣
化
は
進
行
し
、
時
間
を

か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
そ

の
分
運
転
期
間
が
延
び
る

案
は
、
将
来
よ
り
老
朽
化
し

た
原
発
を
動
か
す
こ
と
と

な
り
、
安
全
性
は
損
な
わ
れ

る
。

ア
ナ
ロ
グ
人
間
の
我
々

に
は
、“

デ
ジ
タ
ル
用
語”

が
や
た
ら
と
出
て
来
る
本

書
を
理
解
す
る
の
は
困
難

だ
っ
た
。
で
も
何
と
な
く

全
体
と
し
て
次
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
は
、
大

量
の
情
報
を
伝
え
、
大
量

の
情
報
を
蓄
積
し
、
し
か

も
こ
の
情
報
量
が
爆
発
的

に
増
殖
し
て
い
る
。
し
ば

し
ば
、
我
々
は
忘
れ
て
い

る
こ
と
だ
が
、
爆
発
的
に

増
殖
す
る
情
報
の
伝
達
と

蓄
積
を
支
え
る

“

マ
テ

リ
ア
ル”

も
爆
発
的
に
増

殖
し
て
い
る
こ
と
だ
。

①
身
近
な
こ
と
で
言
え
ば
、

ス
マ
ホ
は
世
界
中
の
多
く

の
人
・
ほ
と
ん
ど
の
人
が

身
に
着
け
て
お
り
、
そ
の

生
産
も
膨
大
で
、
希
少
な

資
源
を
大
量
に
消
費
す

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
る
（
し
か
も
、
多
く
の

人
が
性
能
の
急
速
な
向
上

に
合
せ
て
２
～
３
年
で
買

い
替
え
る
と
の
こ
と
）
。

②
情
報
の
伝
達
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
は
、
海

底
光
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
る

（
世
界
の
通
信
の
九
九
％

を
担
っ
て
い
る
と
の
こ

と
）
。
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は

太
平
洋
を
或
は
大
西
洋
を

横
断
し
て
敷
設
さ
れ
、
し

か
も
二
五
年
に
一
回
新
し

い
も
の
に
更
新
さ
れ
る
と

の
こ
と
（
膨
大
な
資
源
の

消
費
）
。

③
情
報
の
蓄
積
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
は
、
デ

ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
（
ク
ラ

ウ
ド
・
フ
ァ
ー
ム
）
で
、

そ
の
冷
却
の
た
め
膨
大
な

電
力
を
消
費
す
る
。
冷
却

を
有
効
に
す
る
た
め
に
、

例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
北
極
圏
に
建
設
さ
れ
る

く
ら
い
だ
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
支
え

る

“

マ
テ
リ
ア
ル”

の

例
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の

著
書
で
は
、
世
界
中
を
取

材
し
て
歩
き
、“

マ
テ
リ

ア
ル
の
爆
発
的
増
大”

の

例
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て

い
る
。
本
書
に
「“

い
い

ね
！”

が
直
面
す
る
不
都

合
な
真
実
」
と
い
う
副
題

が
つ
い
て
い
る
。

“

い
い
ね
！”

の
ボ
タ
ン

を
気
軽
に
押
す
こ
と
を
可

能
に
す
る

“

マ
テ
リ
ア

ル

”

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
量
消
費
と
資
源
の
浪
費

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

環
境
を
破
壊
し
資
源
の
枯

渇
を
早
め
る
。
少
し
単
純

化
し
過
ぎ
て
い
る
か
な

あ
？

投
稿
：
Ｍ
＆
Ｒ


	　

